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「社会学原論jの試み（21

一社会的大閤と縫会の仕緩み一

畑 孝　一

序論　　社会科学と社会学

2　社会的人聞と社会の仕組み

（三／

　さてこれまで、歓会科学とは、後会的人間をとらえそのあり方を解明するも

のであり、またその歓会的人間とは、ある特定の歓会（ないし時代〉に趨走さ

れた共通のあ鯵方をとる人聞、あるいはそれぞれの娃会や時代にもっともふさ

わしく形成された人間のことである、ということを騨らかにしてきた董1そし

てまた、縫会的人間というのは、（重屡的な〉社会麗係、縫会的な大鷲縫係を

生み鐵し、そこで櫓互にかかわ滲合う人間であ蓼、従って、縫会関係を通して、

むしろ続会羅係として存在する入閣のことである、だから歓会酌人闘の捨握と

いうのは結局社会襲係をとらえることであ鯵、あるいはそれと同じことになる、

ということを捲籍してお》、た㌃

　ところで縫方、社会科学とは桂会の仕継み（構造や機講などともいわれる〉

をとらえ瞬らかにするものだ、ともいわれている。そうだとすれば、この縫会

7〉仕組みの解嗣というのは縫会的入間の紹握と瞬じことであろうか．講じなら

まなぜ、どのように講じなのか。こういうことが問題になろう．そこでここで

猿、この調題に簡単に答えておきたい，なおこの点については、縫会的人聞の
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行敬桂会譲葉　第7巻　第i号

捲握と祇会鷺係の控握とは講じことであるという捲摘によって、基本的にはす

でに答えてあるということ解できるが、どのようにという具体的な答えとして

はまだ不十分であると思われるので、ここでとりあげることにした。

（2／

　そこでまず桂会的ノ、霧のあむ方とはどういうものかといえば、薦達したよう

に、歓会的に規定され形成された、ある歓会にふさわしい、つま琴ある歓会に

適合した共通の、人聞の生活態度・意識・感覚等を含む生落様式や行動様式、

思考方法などのことであ善、それらの総猛としての存在様式のことである3乙

そしてそれは、人聞が縫会の中で穣互にかかわ滲合うそのかかわ撃合い方・仕

方・様式によって決まってくるのであって、それはまた鮭会幾係の基準・原饗

によって規定されるのである．だからその仕方・嶽式ないし基準・原理が人聞

の縫会的あ箏方を規定する要石であり、つま琴歓会縫係そのものがそうした要

霞である。

　こうして歓会関係として実在する歓会酌人鵜は・婁然のことながら・そのあ

り方を歓会関係によって蔑定されるのであるが・そのあ吟方を規定するかかわ

吟合い、桂会縫孫は一重ではなく河童にもなってお甑蚕屡的・累積的であっ

た。健って歓会釣人題のあ警方ないし人聞の縫会的あ多方を規定する要露も、

幾重にも重なってお鯵、そのあ鯵方を決めるのは、それらの要霞の鍛接選摂、

さまざまな継み合せであって、そのあ鞍方がどう決まるかは要馨撚どう緩み合

わさるかによる．あるいはそれらの焼定要獲の総み合わされ方によって、人闘

の縫会的あ吟方が決まってくる。そして、当然のことだが・そのあ雛方を具体

的・現実的にとらえ理解しようとすればするほど、繰定要霞も基本的・基幹的

なものに換えてよ滲具体的・褒美的なものをとりあげ、考慮に入れなけれ’ぱな

らなくなる。そこで次に、その垂纓的・累積的な規定要石を成屡欝に整遜して

みることにしよう。

　ここで成屡溺の整理ということについて、誤解を招かぬよう一書しておく。
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いま重懸的・累積的な媛建要獲というのは結局璽屡的・累積的な縫会誌縫係

のことであり、講者は蝿癒しているわけだから、前者の成櫻鍵の整遜と序列

髭は、当然後者のそれを意殊し、それは一つの縫会構造の掘握ということに

なる。そしてそこで全体の威屡にどんな鮭会馨§係をと吟入れ、それらをどう

序列づけるか、それと各馨の闘の関連をどうとらえるかということは、それ

ぞれそれ岩体が一つの立場や方法を表わし、瑳って立場や方法によって異な

る。しかしここでは特定の立場や方法によるのではなく、一般的に延会縫係

が重縷的・累積的であ蓼従って蔑定要翼もそうであることがわかれば、それ・

で÷分である．ただ多数の、しかも重要度つま鯵趨定するカや範懸の異なる

諸要義を羅窮するだけでは、重麟化・累積化の意殊がはっき惨しないばかり

か、かえって選解が混讒する恐れがある。そこで、一応の整序を行なってお

くことにするが、これはむしろ一つの弼示と受けとめてもらいたい．

　そこでまず全体的に言っておきたいのは、縫会のもっとも基本的で基底的な

あ鯵方を示す桂会謬§係麟ある擦、これ鱗茎屡ないし第一屡であ吟、第一の蔑定

要露である。これと講極に、歓会のもっとも表謡的なあ穆方を示す縫会縫係が

あ滲、これ’が蓑屡ないし第三懸であって、第三の規定要獲である．そしてこの

両者の間に講者をつないだ参燐む離したりする率闘的な祇会諸麗孫があって、

これが中間趨ないし第二屡であ弩、第二の焼定要霞である。そしてそれぞれの

屡が韓から威参立つか、とくに串縫屡と表縷、と静わけ前者には簿を擬えどこ

まで屡分けをするかは、麟遠のように一嶽ではない。だからここに示すのは一

鱗にすぎないのである。

　さて第一の趨定要露としてあげられるのは、縫会のもっとも基本的・基底的

なあり方を趨走する社会関係の原選である。これ、は○○主義鮭会とか○○鱗被

会、あるいは××薦度などといわれるもので、さらにそれには、それぞれの縫

会のあり方と一体になっている諸麟度も含まれる．そしてこれには歓会の全成

員がそのあ辱方を蔑定されてお滲、この要襲の燦定性は社会全体に及んでいる、
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行政縫会論集　第7巻　第董弩

縫えば資本主義あるいは鮭会主義歓会、資本舗・封建凝・妓隷麟歓会などで

ある。またその麗表現の資本主義麟度、封建凝度、嫁隷灘穫もそうである・

そして資本主義縫会は商品・貨幣経済ないし難度と一体となって実在すると

瞬時に、歓会の全成員がその関係に、つま鯵資本主義的露級関係と商品・貨

幣灘係に績み込まれ、そのあ蓉方を規定されている（商品の売善事、生産巻

または買い手、滴費者として、さらに資本家または賃労働者として〉。詞療

に封建鱗被会では身分麟度と一体化した籟主一農嫁の関係として縫会の基本

的なあ蓼方摂形成され、歓、会が実現している。

　次にこうした墓屡に直接規定されるか、直接ではないまでもそれに依擬する

かして、基暦に続いてそれに重なる第2屡として、第二の幾定要霞潜ある・こ

れもまた第一の矯定要獲と隅様に、縫会の全成員か、ほぼ全成員ないしは成員

のうちの基幹的な部分を規定するものである。

　これには次のようなものがある．①縫蝿主義や帝鑛主義などのように、基麟

　の発展段隊の違いを表わすもの、②藩贔・貨幣関係に敏擁し規定される毒浸

　§§孫（歓会〉や、さらに疑主主義（国家〉とか絶靖主義に基づく君主舗など

　のように、墓屡としての蛙会翻係や経済縫係に依擁し幾定される桂会関係や

　政治§§係（業羅家〉、③莚業社会やそれに基づく擁霧（勧縫会、大衆社会、

　あるいは富濠鰯社会や学歴（主義〉縫会さらに管理歓会や構報（化〉縫会な

　どのように、縫会のより表屡に現われる独農のあ蓼方。つま弩墓屡や第二屡

　①②も含めて、そのある綴酷ないし表緩（こ雨意殊では第3暦とみるべきか

　もしれない）として、主に社会縫係において全社会的に現われるあ警方で、

　これは疑一の原遷の縫会、纏えば資本主義の上で交代したり積み重なるばあ

　いもあれば、資本主義と縫会主義のように異なる原理の縫会に典通して生ず

　るばあいもある。㊥裳露主義や懸人主義、国漢（民族または国家）主義など

　のように、歓会鴎係ないし大鷺の行為の原理、またはそれが依って立つ理念

　で現わされる歓会のあ蓼方。
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職会学原論涯の試み②（爆　孝一）

なお以上の基屡および第2屡そのものぶ、またそれぞれ梅壷もの桂会諸経係か

ら成蓼立っていることに留意しなければならない．

　ところで第2麟と縫会の表馨との閥に、あるいは表繕そのものに、さまざま

な矯定要石があ箏、またそれらが累重しているが、それらはいずれも共通して、

後会の全成員とはかぎらず、むしろ多かれ少なかれ桂会の一部の成員だけを趨

寇するものであり、総じて一般に人聞集合ないし歓会集懸といわれるものであ

る。そこでここでは、それらを第三の耀定要馨として一猛して捲撫しておく。

　これらのうちには以下のものがある。都毒，農村あるいは一定の自然条件な

　いし行政単位によって鰻定され・た地域縫会（a艶3およびre奮G麟など、全体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ　縫会の内部の銀定された部分縫会。次に家族や、性、年代・縫代、愈縁・地

　縁、人種・罠族・国籍など～また購綴・隊縷・身分等の被会的な地位ないし

　位置、および職業（詮会的分業上の業務や淺霧〉、学歴、趣鞍や宗教的な鑑

　郷・懸念、思懸的ないし政治的な倭条や主義・主張など、さらにこれらの区

　別による共通の人間集合あるいはそれに依擁する一定のまとまりのある社会

　集懸ないしは懸体（婦人・学生・労働や各種社会運動の懸体などを食む／。

　以上に見たように、基鷹から表屡まで擾めて多くのしかもさまざまな規定要

躍があり、われわれはすべてこれらの多数で多様な要翼によって矯定されてい

る。つまり人聞はこうしたいくつもの焼定要馨によって幾重にも燐定されて、

堤実の具体的なあ鯵方をとってお琴、そうした桂会的入閣として生き生活して

いるのである．そしてそのあり方は、それぞれの時代と歓会によって多かれ少

なかれ異なむ、それぞれにもっともふさわしい、適饗なものになっている。

（3／

　ところで人聞のあ鯵方の焼定要霞としては、上遠したものの外に、歴史的要

霞と生得的（完天的・遺伝的〉要霞つまり窮然的要馨が考えられる。鶴考は時

代と縫会をこえて、つま馨継起するいくつものあ鯵方の社会をこえて、あるい
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背政経会誌集　第7巻　第i号

は通して、ある琶会に歴墜的に生まれ形成された羅有の趨走要露である41こ

れは聳然ここで総懸にしている縫会釣人閥の焼定要獲紅旛えねばならない。と

いうのは原獲麟には瞬一の綬定要遜に趨定されていても・つまり縫会関係の基

本的な原理は共通したものであっても、この歴史的な鮫要露の違いによって、つ

ま鯵それぞれの幾会に羅有の従って櫨異なる歴史的経験によって、理実にそれ

ぞれの娃会の人間のあ鯵方には多かれ少なかれ一定の槍違が生ずるからである。

このことは、例えば疑じ歓会的あ撃方をとる幾つかの蟹について、その歓会的

人聞のあり方を箆べてみれば瞬撫である。

　次に生得的な規定要霞についてであるが、これは人聞のもっとも基礎的資質

としてそれ甕体がノ、闘のあり方を矯足するものであるとともに、後天的に習得

されるあ撃方の土台、素材となるものである．従って一般に鱗牲とよばれる霧

実的で具体的な人間のあり方をとらえようとすれ、ば、あるいは饗実に春夜する

人聞のあ吟方としては、この燈定要獲を無観してはならないであろう驚だか

ら文学のように麟牲、つま雛飽の人聞との共通性よ解もむしろ猛鷲によってと

らえられる人聞の具体的なあり方を、とらえようとするばあ勢には、たしかに

この幾定要溝が不再欠なものとなることもあろう。

　けれどもここで鶏題にしている縫会的入閣のあ撃方のばあいには、生得的要

獲はと吟あげる必要はなく、全く無擬しても構わないといえる。というのは縫

会的入間のあり方は、人購の鱗蟹性つま惨絶の人聞との区辱彗によってえられる

具体性ではなく、あくまでもそれぞれの時代と縫会における木簡の共通性、つ

まりある時代や桂会に繋する人聞の共通の適合性から域舞立っているのであっ

て、そこには全くといってよいほど生得的な趨走要獲はかかわっていないから

である。

　さて以上に見てきたように、現婁に存在する人聞のあ撃方としては・あるい

は人聞の実益的なあ吟方としては、生得的要霞も含めてすべての規定要露がそ

れにかかわ鯵、あるいはそれらすべての幾建要霞によって人聞の実姦的なあ警

方が擬足されているのだが、そのような実在的なあり方であるとしてもそのう

　　　　　　　　　　　　　　　一8惑一



F歓会学原論∫の試み轡（爆　孝一〉

ちの続会釣人問のあ鯵方に麗しては、そのあ撃方を矯寇する要霞の串のそれに

縫係のない生得的要獲は除かれることになる。つま警具体的現実的存在として

も社会的人聞のあむ方は、生得的・翕然的要霞を除くすべての縫会的・麗史的

要霞がその焼建にかかわ鯵、あるいは後会的・歴蔓的要露だけが、専ら実在す

る桂会的人聞のあ蓼方を矯定するわけである鬼

　そこでそうであることを認め離婁とした上で、われわれが縫会釣人闘のあり

方をとらえようとするばあい、それにかかわる要霞としてすべての社会的・歴

史的要霞を考慮に入れなければならないのか、という周題が生ずる。たしかに

具体的・理案的な存在としての縫会釣人闘のあ疹方をあますところなく、丸ご

ととらえようとすれば、すべての要霞をあますところなくと参あげねばならず、

そうしようとすればするほど．つま蓼とらえようとするのがその丸ごとに遍け

れば近いほど、と参あげる要霞もあますところなくに近づくことになろう。し

かしいつでもどんなばあいでも、そうする必要嚇あるわけではないし、もとも

と文字通むあますところなく要遜をと吟あげた、丸ごとの摺握など不可能であ

る。だから多かれ少なかれと鯵あげる要獲を鰻寇した議定的な摺握にならざる

をえない。

　そうなればそこで、社会的・歴史的蔑定要露をどう醸定するか潜幾題になる。

それは規定要鑓をどれだけ、あるいはどこまでと吟あげ考慮に入れるかというこ

とであるが、それ、は、縫合をどのレベルで、つまりどの屡でないしどの屡まで

とらえ認識しようとするかによる。すなわち、それは基本的なあ蓼方つま鯵墓

屡だけなのか．またそれに依麺し規定されるあ辱方、第二屡までか、あるいは

第二屡それだけか、さらによ管理実的なあ鯵方つまり第三屡ないし表屡までか

等々、そのとらえようとする縫会の深さ、舷が誓、位置に応じて異な吟、それ

に靖癒する焼定要馨はどこからどこまで、あるいはどれとどれかが決まる。だ

からどの要饗をと鯵あげるかはとらえられる薄象の客観的なあむ方によるので

はなく、とらえようとする主体が碗をどこまでとらえようとするかという、主

体擁の認識繋象の設定の開題であり、その設定の仕方に敏存するのである鷺
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行政後会譲集　第7巻　第i号

　だからそこで主体がとらえるものは、多かれ少なかれ現実のそうした一定の

麹象であって．少なくとも丸ごとの具体的現実ではない。つまりそれは一つの

紬象的認識であるから、それに必要な鰻疹で、あるいはその捲象度と描象の段

方・様式（飼えぱどの懸、綴面をとらえるか，つま吟どれを残しどれを捨てる

か／に応じて，必要な、考慮に入れるべき競走要翼が異な鯵、あるいは決まっ

てくる。こうしてわれわれはわれわれの求める縫会釣人闘のあ暁方を、一つの

凝念として、つまりもegre漉登（とらえる、握握・運解・会得する／したものを

B曙r巌（把握、運解、観念、機念〉として手に入れることぶできるのである発

（4／

　さてこれまで社会的人聞のあり方をどうとらえるかにつ継て見てきたのであ

る麟、要するに、それは、多様な規定要獲の適窮な緩み合わせによってとらえ

るということであった。つまりそこでは、縫会的人間をそうした績み合せに

よって矯定されたあ穆方と見なし、従って一人の同じ人糞蕊またはある講

一の人聞集合が共通の、さまざまな要霞による幾定を梅重にも受けて・その

熱se灘錘egl総捲として存窪し、そうした存在として人聞のあ解方を摺握する

のであった。

　そして社会的人聞がそのあり方にさまざまな要露による矯定を受けるのは・

つまり人聞が縫会においてまたは縫会的に幾重にも規定されるのは、繭に見た

ように、縫会的入閣としては、鋳よ疹もまず人聞が縫会謬§係として実在し・鍵

って当然その縫会関係によって規定されるからであった。あるいは人間が琶会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
購係を形成しそれに緩み込まれるからであ参、さらにそうなることによって・

その縫係を維持し再生産するのにふさわしいあり方に焼定されるからであった。

そしてそこでは、これも前遠したことだが、蔑定要翼というのは、人間穏五の

かかわり合い方、その仕方・巌式のことであ移、つまり縫会縫係の基準・原理

のことであった．

　だから一人の人聞が何重もの撹定を受けるというのは、瞬一の人聞が講時に
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罫社会学原義まの試み纏（爆　孝…〉

いくつもの縫会誌§§係として存在することを意験する解、それは瞬時にいくつ

もの琶会諸闘係を現実に形成しそれに縛み込まれているからであった。そのさ

い実燦にいくつもの関係を結んでいるだけでなく、実灘に結んでいる一つの縫

係が瞬時にいくつもの意殊をもち、いくつもの麗係とし機能し、つまりいくつ

もの鷺係になっていることもあった。

　擁えば教麟と学生との歓会釣人閥溺係．縫会関係は、まずは、すなわち意泌

　的・意識的には教畜一学習§§係であるが、遷代ではそれは瞬時にそのままで
　　　　ゆ　駿入と交譲の経済麗孫であるし、またいくつかの法律§霧褻ごもなっている。

　その外条件と状浅によっては、これ以外の様々な縫会縫係にな叶うることも

　少なくないであろう．

　こうしてある縫会釣人闘のあ管方を分析し解醸していくと、それはそのあり

方を規定した歓会縫孫のあむ方、基準、原理を瞬らかにしていくことになるが、

そこではその歓会関係は一つではなくいくつもあるわけであるから、それらの

縫会諸幾係櫓互の閥の経連を瞬らかにし、かつ全体としてそれ・らの諸霧§係を整

序しなければならなくなる。

　そしてそうすれば、それぞれの被会鷺係によって共通に燦定されその銀警で

隅一のあ鯵方をとる人聡集合や後会集毯が析鐡されて、社会諸経孫穏互の経連

というのは、そうした人間集合や歓会集懸穏互の経連であるということが絹ら

かになるであろう。さらにそこでは、そうした異なる人聞集合や社会集懸を構

成するのは、客観的にある時点でみればやはりそれぞれが懸の人聞であること

もあるが、そればか雛でなく、瞬一の人聞が、騒人としても集合としても、あ

るばあいは属蒔にいくつものそうした集金ないし集霧に断篇し、また飽のばあ

いには時と瞬と条件に癖じて異なる集合ないし集懸に漸緩し、あるいは断篇す

る集合ないし集毯を変更しているのである．こうして総体としての縫会はかか

る集合や集灘によって構成され、歓会雛係というものもたんなる綴人聞の関係

としてよりもむしろそうした集合や集醜聞の縫孫として、成鯵立っていること
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撚醗らかになる。

　そこで縫会談鷺係の相互麗連のばあいでも人聞集合や縫会集懸の楕互騰孫の

ばあいでも、簿屡にもわた吟幾重にも重なったそれらを整理し序粥をつけて、

あるいはそれら櫓互の経連ないし関係の諭達を瞬らかにすることによって、縫

会の総体的な大腸関係、社会関係がとらえられることになる。そしてそうした

桂会的諸灘係の重麟的・累積的な緩み合せこそが社会の仕継みであ滲構造であ

る．つまりそれ、は、幾重にも飼馨にも重なった重懸的・累積的な桂会議麗係の

ことであ瞬、その諸§§孫を整序しあるいはその論遷的鰻連を瞬らかにすること

が、仕纏みをとらえ瞬らかにすることなのである穫そしてそうした諸関係に

よって人間の後会的あり方ないし縫会釣人闘のあ吟方炉規建されているのであ

るから、そのあ撃方を分析、解窮することと、諸関係を整序して縫会の仕緩み

を賜らかにすることとは、結羅翼講一のことに外ならない。

　ただこの二つの方法は、メダルの表裏のように、縫会縫係に蔑定されて蔭に

見えるものとなっている人聞のあり方として鮭会のあ撃方を見るか、ζ表まに

鐵ている人懸のあむ方を「裏まで規定している、一見しても霧につかない歓会縫

係のあ馨方として縫会のあり方をとらえるかの違いである。この溺者は結局は

羅じことであるのだが、どちらの綴から縫会を見るかという観点の違いによっ

て、どちらを採るかが決まるのであ磐、そのことはまた、どちらを採るかによ

ってそれを堤曝する者の観点の違いを示唆することにもなる。

　なお歓会の猛緩みというばあいそ蕊は全体桂会を捲すのが普通である琶　と

きには、とくに祇会約諾§§孫の重繕的緩み合せという意殊では、部分歓会ない

し歓会のある屡に全体的に形成される縫会のあり方についていうこともあり・

譲述の主に第二屡の○○縫会などというばあいはそうである．また部分続会な

いし歓会のある藩というよ警、むしろ縫会のある綴画ないしある領域といえる

経済や政治についても、舞えば経済構造とか政治・醗家機構などというばあい

は、そうであるといえよう．

一瞬一



菱縫会学原論∫の試み鱒（蟻　孝一）

注

王〉燐曙縫会学原譜垂の試み3韓　福島大学行政琶会学会匿行政雛会議集垂3巻

　工号・、欝欝．7、重22－i26蚕参窯。なおこのノートは藩記（購こ続くものであるが、

　麟の執筆後筆者の健康上の遜露から長く串織していた．今後あま吟薦をおかず

　継続していくつも惨である、

2｝麟、欝4畦35頁参窯。

3〉羅、鴛3翼参照。

鱗それには轟然との縫孫の仕方・様式、かかわ管合い方そのものから生まれた
　　　レ
　ものもある。けれども霞然との縫係が桂会つまむ人聡集懸の力によって実理し

　維持される以上、やはむ縫会縫係による（人聞のあ辱方の〉蔑建の意殊を失な

　わず、桂会的な焼定要獲とみなす、あるいはそれに含めることが腰当である。

　なおこの点については人聞・鮭会と自然との関係を談ずるところで再びと静あ

　げる。

5〉しかし纒櫨といわれる大鷺の具体的なあ鯵方でも、そのほとんどすべては、

　騒人的なものであれ桂会的なものであれ、後美醜な学習によって獲得され形成

　されるものであ雛、あるいはそれが可籠なものである．つま陰一定の時観がた

　てば、またある特定の箋遇または藻境におかれ，ると、さらに本人が主棒的に努

　　　　　　ひ　と　カすれば、沃閥が変わる」のであ鯵、あるいは「変わることができる」のであ

　る，だから一般的に生得的といわれ、る議定要翼でもどこまで生得鑑1なものと見

　なすべきかは、必ずしも瞬嚢ではない．なおこの問題は馨rsO盤旛yを籔うとこ

　ろで、またと吟あげることになろう。

6）こうした縫会的人熱のあ静方＝人聞豫の一つの典型が、臼ビンソン・クルー

　ソーである。この点については、大塚タ、雄『桂会科学の方法露鷺草、國郵縫会

　科学における人織玉章（いずれも岩破新書〉参照。なおマルクスもほぼ瞬じ

　擬点から匿資本i論遷で葺ビンソンをと吟あげている（茎巻i章4欝i〉。これ・につ

　いても大塚、麟揚後妻、至重牽萱簾参照．また歴史．乞の実在する纒人でもこう

　した事舞にな鞍うることもあろう、

7〉つま穆韓をどこまで認識するかは、直接的には認識主体の意麟や必要、問題

　驕心や籠力によるのであるが，それはまた、室鯵の立場、方法の懇題であ鞍、

　ときには主体のイデオ賞ギーの問題でもある、
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8〉ここで手に入れたあるあ穆方の縫会的大鷲の擾念には、二つの要素が含まれ

　ていることを嬉摘しておこう．つま鯵鷲会釣人翼というのはそれぞれの桂会に

　ふさわしいあ多方として、ある特定のあ箏方をしているのであるが・それはど

　んな縫会にも共通する普遜的なあ吟方が、そうしたある特定のあ警方によって

　現実化し実在しているのであって、二つの要素が重なって、というよ吟むしろ

　一体絶して、一つものに合体しているのである、なおこの点についていずれと

　鯵あげるであろう．

9〉燐、離掲論文、鴛8頁、溢／21参照。

臆〉なおここで、縫会的諸経孫でもそれに対応する縫会的大鷺の綬定要霞でも・

　それが簿屡にも重な移成屡になっているというばあ塾、鬱鬱通しなどによく見

　られるように、各屡が橋互に麹の屡と匿懸されて累積して》、るということでは

　必ずしもない．緩会における域履はむしろ全体として一体のものとなって存在

　しているのである。しかし皿鉢：化しているといっても、元の物質ぶ全く疑の勃

　質に変化してしまって、元の物質の盤質が変わってしまう姥合勃になるのでは

　なく、それぞれの麟耳輪質がそれとしては嚢に見えなくなっている越、元の物

　質の盤質が炎なわれずそれぞれ区騨されて喜在している（弱えぱ空気のよう

　な〉混合物として一体乾している、と見なすべきであろう、歓会釣人潤のば

　あレ・はもちろん，縫会談醐係の総捲としての歓会のばあいでも、各屡が区劃さ

　れてそれぞれが機寵し盤きているけれども、各屡潜櫓互に驚々に麹鴉されて存

　姦しているというよむも，威綴は全体として一つのものになってお甑一俸鞄

　して存姦しているということができる。
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